
2008 年に富士通の PC サーバ「PRIMERGY RX300」を中核
に富士通システムソリューションズの総合リース向け基幹システム

「LEASING-1 Neo」を導入しました」と、東京ガスリース 企画部 
課長 仁科章三氏は語ります。
　導入後、サーバ設計段階では想定していなかった課題に同社は
直面します。それが、2008 年度より適用開始された新リース会計
基準への対応に伴うデータ量の急増でした。

　「LEASING-1 Neo」をベースに構築された同社のリース管理シ
ステム ALIS は、リース業務に関する見積もりから契約、終了ま
でを管理する同社の根幹を支える最も重要なシステムです。「ALIS
は業務に合わせて拡充や改善を積み
重ねてきました。2 年が経過し、い
まやなくてはならない存在です。そ
の ALIS の DB サーバの内蔵ディス
クが想定を越えて枯渇してきました」

（仁科氏）。
　従来の会計処理と新会計処理の
両方のデータが併存している状況に
加え、税務や借手開示に対する大規
模な拡充対応によりデータベース容
量が拡大。処理件数の増大やバッチ
ジョブの追加により、夜間バッチ処
理時間に影響もでてきました。将来

東京ガスリース株式会社 様
エントリーストレージ「ETERNUS DX60」導入によりコストを抑制しつつ、
5年先までのディスク容量を確保。ガス機器リース事業の拡大に応える。

ハードウェア  PC サーバ PRIMERGY RX300
ストレージ ETERNUS DX60

課　
　

題

■ コストを抑制しつつ、5 年先までのディスク容量を確 
　 保したい。

■ データ転送速度の低下による夜間バッチ処理への影響 
     をなくしたい。

■ EUC（ローン関連データベース）サーバの機能をALIS に 
  統合し運用管理コストの削減を図りたい。

効　
　

果

■ エントリーストレージ ETERNUS DX60 を採用し、内蔵ディスク導入
に比べ、低コスト、短期間で 5 年先を見据えたディスク容量の確保を
実現。

■ ディスク容量やキャッシュ容量の増強によりディスク転送速度
が向上。日次の夜間バッチ処理への影響を回避し年次の大規模
夜間バッチ処理時間も 10% 以上短縮。

■ システム更改時期が迫る EUC サーバは運用管理コストの削減を考
慮し、ディスク容量的にも対応可能な ALIS に機能統合。データの
一元化により使いやすさが向上。

「ディスク容量が増えた上に、『ETERNUS DX60』はキャッシュの容量も潤沢であるため、性能
は大幅に向上しました。リース管理システムのユーザーは約60名、同時アクセスは約30名ですが、
パフォーマンス的に全く問題ありません。データ転送速度の低下による夜間バッチ処理への影響
も回避できました」。
低炭素社会の実現へ、天然ガスを活用したガス機器のリース事業を展開する東京ガスリースの役割はますます大きくなっています。同社の
ビジネスの根幹を支えるリース管理システム（以下、ALIS）において、新リース会計基準対応に伴うデータ量の急増によりサーバの内蔵
ディスク容量が枯渇。夜間バッチ処理に支障をきたしはじめるなど深刻な課題が生じていました。同社ではコストを抑えつつ短期間で状況
を打開するべく富士通のエントリーストレージ「ETERNUS DX60」を導入。5 年先までのディスク容量の確保とデータ転送速度の向上を
実現しリース事業の成長を支えています。

　低炭素社会の実現に向け、クリーンなエネルギーとして天然ガ
スの重要性が一層高まっています。1969 年に都市ガスの原料とし
て日本で最初に LNG（液化天然ガス）を導入したのが東京ガスで
す。天然ガスの普及に努める東京ガスグループにおいて、ガス機
器リースを主力事業とする東京ガスリース（旧ティージー・クレジッ
トサービス）の活躍する領域はますます大きくなっています。
　1983 年の設立当初、クレジット事業からスタートした同社で
すが、近年、リース事業が売上全体の約 2/3 を占めるに至り 2010
年 10 月に現在の社名に変更しました。業務用ガス機器リース
はもとより賃貸集合住宅向けに高効率のガス給湯器や、テレビ

CM でもおなじみの家庭用燃料電池
コージェネレーションシステム「エネ
ファーム」などのリース、またクレジッ
ト商品「太陽光発電ローン」など多
彩なラインナップで幅広いニーズに
応えています。
　同社は ICT の活用にも積極 的
です。「ずっと自社開発したホスト
システムを使ってきましたが、急成
長を続けるリース事業の展開や新
商品の開発スピードにシステムが追
随できなくなってきました。また新
リース会計基準への対応も考慮し、

新リース会計基準への対応によりデータ量が急増
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　新システムでも既存の ALIS とサーバ構成を変えることなく、本
番用に 2 台、開発・保守用に 1 台、帳票イメージ管理用に 1 台と、
合計 4 台の PC サーバ「PRIMERGY RX300」で構成。本番用と
保守用のサーバは SAN 環境の共有ストレージとして「ETERNUS 
DX60」を利用できます。
　ストレージの導入効果について「ディスク容量が増えた上に、

「ETERNUS DX60」はキャッシュの容量も潤沢であるため、性能
は大幅に向上しました。ALIS のユーザーは約 60 名、同時アクセ
スは約 30 名ですが、パフォーマンス的に全く問題ありません。デー
タ転送速度の低下による夜間バッチ処理への影響も回避できまし
た」と、郡山氏は話します。年次の大規模な夜間バッチ処理時間も
10% 以上短縮。また、機能統合によりデータの保管場所を切り替え
ることなくデータの活用が行え、使いやすさも向上しました。
　今後の展開について「安定稼働が第一ですが、その上で国際会
計基準も見据え、「LEASING-1 Neo」のロードマップなども参考に
次のシステムへの道筋をつけていきたいと考えています。今回、5 年
先までのディスク容量を確保できたことでリース事業の拡大にも余
裕をもった対応が可能となりました。今後も投資対効果を考慮しな
がらリース事業の支援強化に努めていきます」と、仁科氏は語ります。
　エネルギー・フロンティア、東京ガスとともに「環境にやさしい
都市づくり」に貢献する東京ガスリース。同社のビジネス基盤を今
後も富士通は先進技術と総合力で支えてまいります。

的な拡張も含めたデータ容量の確保とデータ転送速度の向上を目
的に、東京ガスグループの ICT を担うティージー情報ネットワー
クが提案したソリューションが外付けディスクアレイを採用した
SAN 構成です。「ALIS サーバの内蔵可能なディスク本数は既に
すべて使い切っており、当初の増設計画では新たにディスク本数
に余裕があり、かつ大容量の内蔵ディスクが搭載可能なサーバに
入れ替える話もでましたが、OS やミドルウェア、アプリケーション
の導入、設定をすべて行うことになり多くの作業工数や時間を要
します。その間、業務も止めなければなりません。外付けでストレー
ジをアドオンする方法であれば手間や時間を最小化できます」と、
ALIS のアプリケーション維持担当 SE として東京ガスリースへの
ご提案およびデータ移行を行ったティージー情報ネットワーク IT
ソリューション 2 部 名畑禎氏は説明します。

　今回、ストレージに求めた要件は
大きく 3 点ありました。「第 1 点は毎
月 4% 程度、データ量が増えている状
況に対応するために、5 年先までの想
定ディスク容量を確保できることです。
ディスク増設の際も業務を止めること
なく容易に行える点もポイントにしまし
た。第 2 点は ALIS のシステムパフォー
マンスに影響を与えないように既存の
内蔵ディスクと同等もしくは上回るデー
タ転送速度の実現です。第 3 点は信
頼性の観点から、ALIS DB サーバと
外付けストレージをマルチパス構成と
し冗長による耐障害性、システム性能の向上が図れること。さら
に停電時のキャッシュデータの保全も要件としました」と、インフラ
の担当 SE であり SAN ディスク導入やネットワーク整備等のイン
フラ全般のプロジェクト管理を行ったティージー情報ネットワーク
同部 郡山広氏は話します。
　ストレージ要件に応え、なおかつコスト面も考慮し、富士通の
エントリーストレージ「ETERNUS DX60」が選定されました。

「ハードウェア障害時の円滑な原因の切り分けや、保守対応の迅
速化の面で、サーバとストレージに関するサポートの一元化も重視
しました」と、名畑氏は付け加えます。
　2009 年秋から移行がスタートし同年 12 月に導入。また、シス
テム更改時期が迫っていた EUC（ローン関連データベース）サー
バは導入コストや運用管理コストの削減を考慮し、計画通りサー
バを廃止し、その機能は ALIS に統合されました。

〒105-7123 東京都港区東新橋1-5-2  汐留シティセンター

富士通コンタクトライン

製品・サービスについてのお問い合わせは

0120-933-200
受付時間 9:00～17：30（土・日・祝・年末年始を除く）
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5 年先までのディスク容量を確保、性能面も大幅に向上

導入効果と今後の展開

拡張性、性能、信頼性、コストなど総合的

導入のポイント
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